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花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

　
地
域
の
人
が
明
る
く
生
き
生
き
と
生

活
す
る
た
め
に
は
、
花
と
緑
の
あ
る
美

し
い
生
活
環
境
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
福

部
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
美
し
い

生
活
環
境
を
創
造
す
る
運
動
と
し
て
花

づ
く
り
運
動
を
推
進
し
、
郷
土
の
美
化

に
努
め
て
い
ま
す
。
今
年
は
町
内
19
集

落
と
６
団
体
の
参
加
が
あ
り
、
区
長
や

立
会
人
か
ら
プ
ロ
セ
ス
や
気
を
つ
け
た

点
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た
あ
と
、
８
人

の
審
査
員
が
花
の
状
態
や
手
が
加
え
ら

れ
努
力
の
跡
が
み
ら
れ
る
か
な
ど
の
項

目
で
審
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

福
部
町
内
／
９
月
30
日
（
土
）

江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

　「
第
18
回
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま

つ
り
」
が
23
・
24
日
の
２
日
間
、
中
心

市
街
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
23
日
に

は
時
代
行
列
が
行
わ
れ
、
市
街
地
を
練

り
歩
く
姿
を
見
物
客
が
写
真
に
収
め
て

い
ま
し
た
。
24
日
は
久
松
公
園
を
会
場

に
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
人
力
車
の
乗

車
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
人
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
備
州
岡
山
鉄
砲
隊

に
よ
る
火
縄
銃
の
演
武
で
は
、
火
縄
銃

の
大
き
な
音
で
び
っ
く
り
す
る
子
ど

も
も
い
ま
し
た
が
、
観
客
は
珍
し
い
火

縄
銃
の
実
演
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

東
町
二
丁
目
地
内
／
９
月
24
日
（
日
）
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移
行
後
の
新
た
な
業
務
を

実
践
研
修
中

　
本
市
が
中
核
市
へ
移
行
し
、
鳥
取
県

か
ら
保
健
所
の
業
務
な
ど
を
引
き
継
い

で
、
円
滑
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
県
・
市
間
で
「
保
健
所
移

行
実
践
検
討
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
で
は
、
事
務
の
習

得
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
、
円
滑
に
業
務

を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
現
場
で
の
実

務
体
験
や
訓
練
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
食
品
衛
生
の
分
野
で
は
、
飲
食
店
へ

の
監
視
指
導
の
ほ
か
、
生
食
用
食
肉
取

扱
者
講
習
会
や
食
品
衛
生
責
任
者
養
成

講
習
会
を
実
践
し
ま
す
。
環
境
衛
生
の

分
野
で
は
、
理
・
美
容
所
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
所
な
ど
の
開
設
状
況
の
確
認
や
、

公
衆
浴
場
の
監
視
指
導
、
廃
棄
物
処
理

施
設
な
ど
の
現
地
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
食
中
毒
発
生
時
な
ど
の

緊
急
対
応
や
不
適
切
事
案
対
応
な
ど
、

関
係
機
関
と
の
連
携
や
役
割
確
認
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
研
修
を
通
じ
て
、
市
で

事
務
を
行
う
際
の
体
系
的
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
市

が
権
限
と
責
任
を
も
っ
て
万
全
の
体

制
で
実
務
を
行
え
る
よ
う
、
移
行
へ
向

け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

廃棄物焼却炉の立入調査のようす

第 22 回 北前船寄港地フォーラム in 鳥取
来たまえ！環日本海新時代 〜北前船レガシーで友情・平和・交流の海へ〜

参加無料

と　き　11月24日（金）12:45 ～ 17:30
ところ　とりぎん文化会館　梨花ホール
内　容　◆基調講演（講師：ロシア人歴史学者・日本学研究者 アレクサンドル メシャリャコフさん

国土交通省観光庁次長 水
み ず し ま

嶋 智
さとる

さん）
　　　　◆アトラクション（麒麟獅子舞／しゃんしゃん傘踊り／落語：三

さ ん ゆ う て い

遊亭好
こ う ら く

楽さん）
　　　　◆各寄港地観光物産・北前船関連展示コーナー
　　　　◆パネルディスカッション（ＡＮＡ／ＪＡＬ／ＪＲ西日本ほか）
問  北前船寄港地フォーラムin鳥取実行委員会事務局（第二庁舎観光戦略課内）

 0857-20-3227   0857-20-3046

虚
無
僧
行
脚
お
ご
そ
か
に

　
虚
無
僧
が
尺
八
を
奏
で
な
が
ら
練

り
歩
く
「
鹿
野
城
下
・
虚
無
僧
行
脚
」

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ん
し
ゅ
う
鹿
野
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
主
催
）が
行
わ
れ
ま
し

た
。
虚
無
僧
行
脚
は
、
平
成
15
年
か
ら

隔
年
で
開
催
さ
れ
、
今
回
で
８
回
目
。

こ
の
日
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
尺

八
愛
好
家
30
人
が
虚
無
僧
姿
に
身
を
固

め
、
紺
屋
町
か
ら
大
工
町
ま
で
の
通
り

を
、
提
灯
と
足
元
行
燈
の
灯
り
に
照
ら

さ
れ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
進
み
、
お

ご
そ
か
な
雰
囲
気
を
作
り
出
し
て
い
ま

し
た
。

鹿
野
町
鹿
野
地
内
／
９
月
30
日
（
土
）

あ
お
い
ち
大
盛
況
！

　
青
谷
よ
う
こ
そ
館
前
広
場
で
「
あ
お

い
ち
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

公
立
鳥
取
環
境
大
学
の
学
生
と
青
谷
高

校
の
生
徒
が
「
あ
お
や
×
わ
か
も
の
」

を
テ
ー
マ
に
企
画
・
運
営
を
担
当
。
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
環
境
大
学
の

学
生
に
よ
る
青
谷
の
因
州
和
紙
を
使
用

し
た
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
で
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
両

校
の
学
生
・
生
徒
に
よ
る
お
茶
席
の
企

画
や
各
種
バ
ザ
ー
、
ぼ
た
ん
汁
の
無
料

配
布
も
あ
り
、
大
勢
の
来
場
者
は
青
谷

の
秋
の
味
覚
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

青
谷
町
青
谷
地
内
／
10
月
１
日
（
日
）

山
王
谷
で
ゆ
っ
た
り
と

　
10
月
７
日
か
ら
９
日
の
３
日
間
、
山

王
谷
キ
ャ
ン
プ
場
で
「
第
４
回
た
ん
ぽ

り
村
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

飲
食
や
工
芸
品
の
店
が
県
内
外
か
ら
20

店
以
上
出
店
し
、
森
の
遊
園
地
や
動
物

園
で
は
子
ど
も
た
ち
が
大
喜
び
。「
縄

な
い
運
動
会
」
な
ど
も
あ
り
、
自
然
を

満
喫
す
る
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し

た
。
夜
に
は
火
を
囲
ん
で
の
ラ
イ
ブ
な

ど
も
あ
り
、
３
日
間
に
わ
た
る
渓
谷
で

の
手
づ
く
り
の
お
祭
り
を
、
参
加
者
は

ゆ
っ
た
り
と
思
い
思
い
に
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

佐
治
町
中
地
内
／
10
月
７
日
（
土
）


